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円滑な相続登記を支援
空家の相続登記促進等に係る連携協定調印式
　1月30日、町は株式会社AGE tec hnologies（塩

しお

原
はら

優
ゆう

太
た

代表取締役CEO）と「空家の相続登記促進事業等に係る
連携協定」を締結しました。
　全国で増加する所有者不明等土地の発生防止に向け、
令和6年4月から、相続登記が義務化されます。不動産の
取得経緯の過半数は、相続を要因としています。
　本協定では、相続登記の促進に向けて手続きに関する
疑問の解消を図り、所有者不明の不動産の発生防止を目
指します。
　連携内容としては、企業が持つ相続登記の知見やデー
タ等の提供。また、相続相談への対応や情報発信に、企
業が運用する住
民向けWebサイ
トや啓蒙用チラ
シを提供するこ
と等があります。

地域と自衛隊を繋ぐ
自衛官募集相談員　委嘱状交付式

　２月8日、自衛官募集相談員の委嘱状交付式が役場で
行われ、佐藤町長と自衛隊熊本地方協力本部の江

え

藤
とう

和
かず

博
ひろ

副本部長から橋
はし

本
もと

広
ひろ

文
ふみ

さん（関村）に委嘱状が渡されま
した。
　自衛官募集相談員とは、自衛官志願者に関する情報提
供や広報活動に対する支援等を行う人で、橋本さんの任
期は令和7年2月8日までの２年間です。
　2期目となる橋本さんは「自衛隊OBとしての経験を生かし
ながら、若い人たちに自衛隊として人を守る仕事に従事す
ることの夢や希望を伝えていきたい」と話しました。
　住民の安全・安心を守る自衛隊の存在は、私たちの生
活に必要不可
欠です。自衛官
に興味のある
人は、相談員が
親身に疑問や
相談にお答えし
ますのでお気
軽にご相談くだ
さい。

「
競
技
役
員
と
し
て
も
経
験
で
き
る
達
成
感
」

全
日
本
卓
球
競
技
役
員
体
験
記

エ
イ
ラ
イ
フ
な
ん
か
ん
理
事
・
日
本
卓
球
公
認
レ
フ
ェ
リ
ー

　古こ

が閑

一か
ず
ゆ
き行

　
今
年
も
全
国
各
地
か
ら
厳
し
い
予

選
会
を
勝
ち
抜
い
て
天
皇
杯
、皇
后
杯

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会（
一
般
、ジ
ュ

ニ
ア
の
部
）が
令
和
５
年
１
月
23
日
か

ら
29
日
ま
で
東
京
体
育
館
で
開
催
、３
年
ぶ
り
に
大
会
初
日
か

ら
有
観
客
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
全
日
本
の
舞
台
に
選
手
と
し
て
で
は
な
く
、審
判

と
し
て
参
加
で
き
た
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
40
年

前
、愛
知
県
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
南
関
中
の
卓
球
部
外
部
コ
ー
チ

を
続
け
る
中
、玉
名
郡
で
県
民
体
育
祭
の
競
技
役
員（
審
判
）

の
要
請
の
た
め
、28
年
前
に
公
認
審
判
員
の
資
格
を
取
得
。
そ

の
後
、上
級
公
認
審
判
員
、10
年
前
に
公
認
レ
フェ
リ
ー
資
格
を

取
得
後
、全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
に
５
年
前
か
ら
競
技
役

員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
選
手
と
し
て
縁
が
な
い
と
思
って

い
た
全
日
本
に
、形
は
違
え
ど
参
加
で
き
る
う
れ
し
さ
や
、こ
の

よ
う
な
舞
台
に
審
判
員
と
し
て
主
体
性
を
持
っ
た
立
場
で
参
加

で
き
る
こ
と
に
幸
せ
な
思
い
を
感
じ
ま
す
。
全
日
本
卓
球
で
は

１
台
に
４
人
の
審
判
員
の
チ
ー
ム
で
編
成
さ
れ
、24
台
あ
れ
ば

96
人
の
審
判
員
が
必
要
と
な
り
ま
す
。４
人
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
選
手
の
確
認
、ラ
ケ
ッ
ト
検
査
、ユニフ
ォ
ー
ム
の
確
認
）の
業
務
、

副
審
、主
審
、リ
ザ
ー
ブ（
ト
ラ
ブ
ル
時
の
対
応
）と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
し
、総
人
数
の
４
割
は
主
管
地
、東
京
都
卓
球
連
盟
の
所

属
で
、あ
と
の
６
割
は
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
審
判
員
が
加

わ
っ
て「
審
判
団
」を
形
成
し

て
い
ま
す
。
試
合
の
中
で
お

互
い
の
選
手
同
士
が
ル
ー
ル

を
守
り
ス
ム
ー
ズ
に
試
合
を

進
め
る
の
が
審
判
の
仕
事
で

す
。
大
会
開
催
期
間
、朝
一番

に
競
技
役
員
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
行
わ
れ
、前
日
の
ト
ラ
ブ

ル
対
応
の
事
例
や
課
題
を

共
有
し
た
後
、そ
れ
ぞ
れ

の
審
判
チ
ー
ム
で
第
一試
合

に
望
み
ま
す
。
私
が
尊
敬

す
る
審
判
員
の
先
輩
方
に

共
通
す
る
の
は
、伝
え
方

が
素
晴
ら
し
い
こ
と
。ル
ー

ル
に
則
っ
て
選
手
に
注
意

を
与
え
て
も
、そ
の
伝
え

方
で
反
感
を
持
た
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
毅
然
と
し
た
対
応
の
中
に
も
い
か
に
柔
ら
か

く
、選
手
が
納
得
す
る
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
か
が
大
事
だ
と
思

い
な
が
ら
審
判
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
５
度
の
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
の
審
判
を
経
験
す

る
な
か
、南
関
町
出
身
の
卓
球
部
の
後
輩
で
あ
る
戸と
が
み上
義よ
し
は
る春
さ

ん（
南
関
北
中
時
代
２
年
連
続
全
中
出
場
、柳
川
商
３
年
時
に

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ダ
ブ
ル
ス
優
勝
、現
在
は
三
重
県
津
市
に
在
住
）

の
三
男
、隼し

ゅ
ん
す
け輔さ
ん（
明
治
大
３
年
）の
試
合
を
役
員
席
よ
り
観

戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、シ
ン
グ
ル
ス
、ダ
ブ
ル
ス

の
２
種
目
優
勝
。
今
年
は
、ダ
ブ
ル
ス
の
入
賞
は
逃
し
た
も
の
の

シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
で
は
昨
年
に
続
き
決
勝
に
勝
ち
あ
が
り
、昨

年
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
の
張は
り
も
と本
選
手
に
４
|
２
の
ス
コ
ア
で
競

り
勝
ち
、シ
ン
グ
ル
ス
連
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
現
在
は
、パ

リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
候
補
争
い
の
上
位
に
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。
戸
上
選
手
は
来
年
の
こ
の
全
日
本
卓
球
で
パ
リ
オ
リ
ン
ピッ

ク
代
表
の
最
終
選
考
会
と
な
る
た
め
、こ
の一年
間
は
、練
習
拠

点
を
海
外
に
移
し
代
表
権
獲
得
を
目
指
す
そ
う
で
す
。
戸
上

選
手
の
国
内
公
式
大
会
で
の
主
審
を
務
め
る
こ
と
が
今
の
私
の

夢
で
あ
り
現
実
と
な
る
よ
う
、今
後
も
経
験
を
積
み
重
ね
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲左から、江藤副本部長、橋本さん、佐藤町長

▶
左
か
ら
三
輪
部
長
、染
谷
社
長
、佐
藤

　町
長

「南関町庁舎」が
くまもとアートポリス推進賞を受賞
　1月31日、熊本県庁で開催された『第26回 くまもとアート
ポリス推進賞』表彰式で、「南関町庁舎」が表彰されました。
　くまもとアートポリス推進賞は、環境デザインに対する関心
を高め、都市文化並びに建築文化の向上等による地域づ
くりに貢献すると認められる熊本県内の優れた建造物等を
表彰するものです。
　くまもとアートポリス推進賞及び第26回受賞作品につ
いて詳しくは熊本県ホームページ（https://www.pref.
kumamoto.jp/soshiki/115/96301.html）をご覧ください。

立地協定に調印
エイティー九州株式会社

下坂下のエイティー九州㈱（染
そめ

谷
や

勇
ゆう

一
いち

社長）は、製造ライ
ンを増設することになり、1月10日、県庁で県・町との立地協
定に調印しました。
　新ラインでは、高級車「レクサスRX」のブレーキ部品を製
造。6億円を投資し、新たに6人を雇用する予定。2025年
12月の操業開始を目指しています。
　染谷社長は「最新技術を導入し、競争力を確保し、多くの
仕事がいただける企業になりたい」とあいさつ。県の三輪商
工労働部長は「この投資で、熊本における拠点性がさらに
高まる」と歓迎し、佐藤町長は「町もできる限りの支援を行う」
と話しました。

▲蒲島知事（左）から表彰を
　受ける佐藤町長（右）

表彰状▶

▲佐藤町長（左）、塩
しお

原
はら

優
ゆう

太
た

代表取締役
　CEO（右）

　2月10日、町は「令和４年度体力つくり優秀組織表彰」の文
部科学大臣賞を受賞し、静岡県沼津市で表彰を受けました。
　町では「誰でも・いつでも・どこでも」生涯にわたりスポー
ツに親しめる環境づくりを推進し、マラソン大会や駅伝大
会の開催のほか、総合型地域スポーツクラブの活動を支援
しています。また、地域の公民館等を拠点に、介護予防事業
「元気づくりクラブ」を実施し、住民のニーズに応じて段階
的に四つのコースを設定して、誰もが参加しやすい環境を
整備しています。
　表彰式に出席した佐藤町長は「町民の皆さんや関係団体
に感謝。今後も町民の皆さんが楽しく健康にスポーツや体
力つくりができるような取組みを推進していきます」と笑
顔で話しました。
　この表彰は、地域や職場における保健・栄養の改善およびスポーツ・レクリエーションの普及運動（体力つく
り運動）を推進し、顕著な成果を上げている組織を文部科学大臣、体力つくり国民会議議長が表彰するものです。
本年度は全国から３組織が表彰され、熊本県下では受賞第１号となりました。

スポーツ庁表彰（文部科学大臣賞）を受賞しました

▲室伏広治スポーツ庁長官（左）、佐藤町長（右）

▲戸上隼輔さん

▶
戸
上
隼
輔
さ
ん


